
令和５年第 14回玉野市教育委員会 会議録 

   

Ⅰ 期 日   

 令和５年９月26日（火）   

   

Ⅱ 会議時間   

 開会時間：15時00分   

 閉会時間：16時20分   

   

Ⅲ 出席委員   

 教育長 多田 一也 教育長職務代理者 三宅 英次  

 委員  太宰 実千代 委員  二宮 崇  

 委員  横山 純子   

   

Ⅳ 欠席委員   

    

   

Ⅴ 説明のため出席した職員   

 教育次長   小﨑 隆   

 教育総務課長 琵琶 学 学校教育課長 的場 佳代  

 就学前教育課長 渡邊 まり子 社会教育課長 寳藏 光辰  

    

  （書記）清山 智保   

   

Ⅵ 会議内容   

 １ 開  会   

  

 

 ２ 前回会議録の承認 

（１）令和５年第13回教育委員会会議（令和５年８月22日）の議決事項等について 

   教育長の報告：なし 

   議 事：議案第37号令和５年度玉野市芸術・文化振興助成金交付団体の選考につ

いて 

   協 議：なし 

   報 告：令和５年６月定例市議会一般質問概要について 他６件 

 

（承認） 
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 ３ 教育長の報告   

（１）鉾立小学校児童の安全確保に係る対応方針 保護者説明会について 

 （多田教育長）   ９月25日に鉾立小学校の保護者への説明会に行ってきた。概ね反

対の意見はなかった。全部で24名の出席があり、そのうち就学前

の保護者は４名であった。 

  

 

 ４ 議  事    

（１）議案第38号 玉野市立学校徴収金取扱要綱の一部改正について 

 （学校教育課長）  資料により説明 

 

（２）議案第39号 玉野市立学校授業料等徴収条例施行規則の一部改正について 

 （学校教育課長）  資料により説明 

 

（原案どおり可決） 

  

 

 ５ 協  議 

（１）令和４年度「教育委員会の事務に関する点検・評価報告書」（第１稿）について 

 （各課長）     資料により説明 

 （三宅委員）    ｐ44 総合型地域スポーツクラブ育成事業：成果の内容をもう少

し具体的に記述したり、回数を記載するなどしたほうがわかりや

すい。 

           ｐ34 玉野市立学校将来計画策定事業：初年度で策定途中の年度

のため、評価はＢのほうがよいのではないか。課題の部分は、４

年度と５年度が混同した表現になっているので再度検討してもら

いたい。 

 （教育総務課長）  検討する。 

 （太宰委員）    ｐ34 玉野市立学校将来計画策定事業：三宅委員と同様の意見で

Ａ評価はおかしいと思う。 

           ｐ32 教職員の働き方改革推進：課題の内容で、「工夫して取り

組んできた」という部分については、具体的に記述したほうがよ

いと思う。 
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           ｐ37 玉野市立学校文化・芸術活動等育成事業：申請件数が１件

もなかったのに、Ｂ評価はおかしいと思う。「評価なし」のほう

がよいと思う。 

           評価の基準がわかりにくい。 

 （教育総務課長）  自己評価になっているため、明確な判断基準がない。評価基準が

わかりにくいのはそのとおりである。今後は、市の行政評価を取

り入れるなどの見直しを図っていく予定である。 

 （学校教育課長）  この事業の評価については悩んだ部分である。他の課とのバラン

スを考えて再度検討する。 

 （二宮委員）    該当がなかったため、「評価なし」が妥当ではないか。 

           ｐ31 各種研修会の実施：開催回数を記述したほうがよい。 

 （横山委員）    ｐ27 学校経営アクションプラン作成と実践：学力テストの結果

が各学校から家庭へ情報共有が上手くなされてないのではない

か。課題の部分で、家庭への啓発はそのとおりであるが、家庭へ

の共有について意識してもらいたい。結果と今後の取り組みの共

有を図ってもらいたい。 

           ｐ39 園と家庭のかけはし事業：課題の内容の「事業に改善を加

えていく」というのはどのような改善なのか。 

 （就学前教育課長）  各園においてノートに記入するのが負担という声を聞いている。

登園管理システムを導入しているため、システムを活用したやり

取りができればよりよいのではないかと思っている。幼稚園に関

してはシステムがないため続けていきたいと思っているが、より

よい方法があれば検討していきたいと考えている。 

 （学校教育課長）  学力テストの後に、市教委が分析した情報に加え、各学校が分析

した内容や今後の取り組みを記載したＡ４一枚程度の資料を保護

者へ共有するようにしている。Ａ４一枚では、紙面が限られてい

るため、それぞれの校長が考え、詳細な分析や保護者へ伝えたい

ことなどをプラスした資料を作成している学校もある。共通して

情報共有している内容以外の部分については、全学校ではないか

もしれない。 

 （横山委員）    Ａ４一枚だと保護者には伝わらない。今後工夫をしてもらいた

い。 

 （三宅委員）    紙で配布しただけではなく、学校だよりに掲載したり、ホーム

ページに掲載したりするなど様々な手段で周知徹底するようにお

願いしてもらいたい。 

  

 

 ６ 報  告   なし 
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 ７ その他 

（１）令和５年 10月／11月 月間行事予定 

 （教育総務課長）  資料により説明 

  

 

 次回、教育委員会定例会は令和５年10月10日（火）14：00から開催するので参集願う。

以上で、令和５年第14回教育委員会を閉会する。 

  

 

 

 

 

 

 

会議録調整者 書記 清山 智保 

会議録署名委員 教育長 多田 一也 

 教育長職務代理者 三宅 英次 
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